
　毎年４月29日に行われる白山神社例大祭は、500年以上も続い

ていると言われており、海の神様をお祀りして豊漁を祈願します。

　春のまだ冷たい由良の海を、神輿を担いだ地域の若者達が渡

っていく様子は勇敢な漁師の姿を体現しているかのようです。

白山神社
例大祭

№
令和６年

月号
山形県漁業協同組合

広報誌

5
376
/

漁民と手をつなぐ広報誌



　
酒
田
市

○庄内浜ブランド創出協議会において新たにブランド化されたイカ類を旗印として、活イカの
試験出荷や流通の安定化に向けた取組みを行い、「いかのまち酒田」の推進と水産業全体の
活性化につなげます。

〇スルメイカを活用した様々な料理の開発、市内でイカ料理を提供する飲食店マップの作成と
情報発信を進め、地産地消や交流人口の拡大を推進します。また、地元農水産物の販路拡大
に向けて、大都市圏の小売店バイヤー等と視察や商談会を行うとともに、都市圏でのフェア
開催により地元水産物を中心としたＰＲを強化します。

〇水産業の成長産業化を図るため、漁業者が効率的な操業に取り組めるように設備投資に対す
る支援を行うほか、飛島地区の基幹産業である漁業の再生を図るため、サザエ、ヒラメ、キ
ジハタ、アワビの種苗放流による生産力向上と活魚出荷の推進による漁業所得の向上に取り
組みます。

　
山
形
県

酒田市　農林水産課水産林業振興係　主任　梅津　傑

「いかのまち酒田」のＰＲによる水産業の活性化と
漁業者支援につながる取組みを推進します

　令和６年度に県が行う水産振興については主に以下の事業があります。ブランド化による付加価値
向上、新規就業者の確保、種苗放流・漁場整備による資源増加、設備投資への支援による成長産業
化など色々な視点から水産業の振興を図っていきます。

今年度も山形県の水産振興に邁進してまいります！

山形県農林水産部水産振興課　主査　早坂　瞬

県沿岸市町の令和6年度　予算・重点事業について

事業名 概要 当初予算
（千円） 備考

庄内浜トップブランド
水産物創出事業費

庄内浜産水産物の消費拡大やブ
ランド化に加え、収益拡大に向
け支援します。

30,390

次世代水産人材創出
支援事業費

新たに漁業者となる方への研修
や水産業のPR、独立後の技術
的・経済的フォローを実施します。

31,781

元気な水産業
応援事業費

燃油、資材（魚箱、氷など）の
値上がり分を補填します。

30,410
（令和５年度

12月補正）

対象期間は令和６年６月まで。希望者は
県漁協各支所に御相談願います。

栽培漁業振興事業費 漁協が実施するヒラメ、トラフグ
放流事業の種苗費を支援します。 23,894

水産多面的機能発揮
対策推進事業費

民間団体による藻場造成や海上
監視活動を支援します。 1,916

サケ・マス振興事業費 サケやサクラマスの種苗放流や
生産体制整備を行います。 52,016

水産業成長産業化
支援事業費

漁業者が自ら率先して取り組む
オーダーメイド型支援、漁船リ
ース事業への支援等を行います。

21,443
令和６年度実施分は受付終了しました。
令和７年度以降の実施については今後
お知らせします。

漁港・漁場整備事業費 漁港や漁場（イワガキ増殖礁）
を整備しています。 325,638 暮坪地区に増殖礁を設置予定。
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鶴
岡
市

水産物の安定供給と漁村の活性化実現に向けて

遊佐町役場 産業課 課長補佐（兼）水産林業係長 佐藤 陽紀

　遊佐町主要施策における重要事業の一つとして、平成２７年度から実施しております「アワビ陸
上養殖実証事業」ですが、今年度から養殖事業としてスタートいたします。町の財政事情が厳しい中、
収支バランスの悪い事業としてその継続性について指摘されている事業でありますが、今後３カ年
の事業計画の策定により生産・販売体制を
整え、さらなる生産性の向上と「鳥海アワ
ビ」のブランド化の強化に取組み、販売促
進へと繋げます。将来的には、町の特産品
として観光業への波及効果を期待しながら、
地域経済の活性化を図ります。
　また、山形県水産業成長産業化支援事
業により、水産業の振興と地域活性化に向
けた漁業者等の取組みに対し、今年度も
継続して支援していきます。

陸上養殖アワビ事業の継続に向けて

県沿岸市町の令和6年度　予算・重点事業について

全自動魚釣り機の導入など意欲的な取組を支援します全自動魚釣り機の導入など意欲的な取組を支援します

地魚の消費拡大に
取り組みます

獲れる魚の変化獲れる魚の変化
に対応するため、に対応するため、
研究会で低利用研究会で低利用
魚の活用を進め魚の活用を進め
ますます

　鶴岡市では、第2次総合計画後期基本計画の目標「水産
物の安定供給と漁村の活性化」の実現に向けて漁業振興を
図ります（以下、県との協調事業を含めて一部を掲載）。
1　担い手の育成・確保

◦�新規独立者の漁船・漁具の購入等への補助や信用保証
料への補助

◦�就業研修時の引越しや家賃への補助
◦�漁家子弟の研修への補助
2　漁業生産の拡大

◦�漁獲物の品質向上などに向けた漁業者の意欲的な取組
へのオーダーメイド型補助

◦�漁業者の種苗放流や藻場保全活動への補助
◦�赤川でのサケ資源増殖活動への支援
◦�市管理漁港のしゅん渫
3　水産物の高付加価値化と消費拡大

◦�地魚の消費拡大キャンペーン
◦�漁業者、仲買人、料理人、高校生等連携による低利用

魚活用の推進
◦�県漁協の学校給食への地魚加工品供給事業への補助
◦�海丸２号店での中食開発への補助
4　漁村の活性化

◦�由良海洋釣り堀等を活用した地域活性化への支援
◦�鼠ヶ関の新「道の駅」整備を見据えた鮮魚販売の実証

実験
　近年は漁獲量の減少、漁業者数の減少、物価高騰など、漁
業を取り巻く状況が大変厳しい状況に置かれているため、状
況把握に努め、国・県・沿岸市町や県漁協と連携して対策に取
り組みます。 鶴岡市農山漁村振興課  課長補佐　石井　裕

ひろげよう　保険で人の和　無事故の輪3



人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

山
形
県
漁
業
協
同
組
合

◆
異
動（
令
和
６
年
４
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

佐
藤　

一
樹
さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理

〔
豊
浦
支
所
長
代
理
〕

佐
藤　

嘉
高
由
良
総
括
支
所
長
代
理

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理
〕

山
口　

文
明
豊
浦
支
所
係
長

〔
吹
浦
支
所
係
長
〕

佐
藤
悠
太
郎
指
導
課
係
長

〔
指
導
課
〕

冨
岡　

優
馬
吹
浦
支
所

〔
さ
か
た
総
合
市
場
〕

池
田　

竜
朗
念
珠
関
総
括
支
所

〔
由
良
総
括
支
所
〕

菅
原　

大
樹
由
良
総
括
支
所

〔
念
珠
関
総
括
支
所
〕

◆
退
職（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

五
十
嵐
加
奈
〔
念
珠
関
総
括
支
所
〕

（
自
己
都
合
退
職
）

讃
岐　
　

桂
〔
水
産
加
工
場
係
長（
庄
内
海
丸
店
長
）〕

（
自
己
都
合
退
職
）

伊
藤　

友
裕
〔
由
良
総
括
支
所
係
長
〕（
自
己
都
合
退
職
）

◆
新
規
職
員
採
用（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

佐
久
間　

秋
さ
か
た
総
合
市
場

◆
再
雇
用
職
員
　
退
職（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

松
本　

一
夫
（
再
雇
用
契
約
満
了
）

人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

◆
嘱
託
職
員
　
採
用（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

松
本　

一
夫
信
用
共
済
課
　
信
用
推
進
専
門
員

◆
退
職（
令
和
６
年
４
月
30
日
付
）

山
口　

文
明
〔
豊
浦
支
所
係
長
〕（
自
己
都
合
退
職
）

日
本
漁
船
保
険
組
合
山
形
県
支
所

◆
昇
格（
令
和
６
年
４
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

菅
原　

達
矢
課
長
代
理〔
主
任
〕

山
形
県
水
産
関
係
職
員

（
令
和
６
年
４
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

●
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

　
水
産
振
興
課

高
田
ち
づ
る
課
長
補
佐（
総
括・海
洋
監
視
担
当
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
総
務
課
連
携
支
援
室
室
長
補
佐
〕

富
樫　

高
広
総
務
専
門
員（
兼
）総
務
係
長

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
水
産
振
興
課
総
務
主
査
〕

白
幡　

英
樹
月
峯
船
長

〔
最
上
丸
主
任
専
門
航
海
士
〕

堀　
　

宏
一
計
画
主
査（
漁
港
整
備
担
当
）

〔
最
上
総
合
支
庁
道
路
計
画
課
道
路
維
持
主
査
〕

増
田　

華
奈
主
事（
総
務
係
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
総
務
課
課
付
主
事
〕

今
野　

治
樹
主
事（
総
務
係
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
地
域
産
業
経
済
課
主
事
〕

木
村　
　

徹
技
術
技
能
員（
総
務
係
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
建
設
部
河
川
砂
防
課
技
術
技
能
員
〕

千
葉　

春
輝
技
師

〔
新
採
〕

●
県
庁
　
農
林
水
産
部

　
水
産
振
興
課

齋
藤　

満
宏
（
水
産
経
営
基
盤
強
化
主
幹
）

〔
村
山
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
地
域
産
業
経
済
課
観
光
振
興
室
長
〕

安
部　

秀
治
課
長
補
佐（
総
括・水
産
行
政
担
当
）

〔
山
形
県
農
林
水
産
部
農
政
企
画
課
課
長
補
佐
〕

早
坂　
　

瞬
主
査（
水
産
業
成
長
産
業
化
担
当
）

〔
山
形
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課
主
査

�

（
水
産
行
政
担
当（
兼
）水
産
業
成
長
産
業
化
担
当
）〕

鈴
木　

悠
斗
主
査（
水
産
業
成
長
産
業
化
担
当

　
　（
併
）内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
書
記
）

〔
山
形
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課
主
査（
水
産
業
成
長
産
業
化
担
当
）〕

遠
藤
龍
太
郎
技
師（
漁
港
漁
場
担
当
）

〔
最
上
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課
技
師
〕

●
水
産
研
究
所

髙
澤　

俊
秀
副
所
長（
兼
）農
業
技
術
環
境
課
温
暖
化
技
術
専
門
員

（
兼
）ス
マ
ー
ト
漁
業
推
進
部
長（
兼
）資
源
利
用
部
長

〔
水
産
研
究
所
　
副
所
長（
兼
）農
業
技
術
環
境
課
温
暖
化
技
術
専
門
員

�

（
兼
）海
洋
資
源
調
査
部
長（
兼
）資
源
利
用
部
長
〕

渡
部　
　

実
シ
ニ
ア
専
門
員（
兼
）庶
務
係
長

〔
庄
内
農
業
高
等
学
校
事
務
長
〕

佐
々
木
祐
介
最
上
丸
主
任
専
門
航
海
士

〔
最
上
丸
主
任
航
海
士
〕

杉
山　

光
太
最
上
丸
主
任
機
関
士

〔
最
上
丸
機
関
士
〕

※�

他
公
所
へ
の
転
出
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
を
省
略
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

さあ出漁　漏れなし　水よし　オイル良し
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新
人紹

介

　
今
年
度
よ
り
新
規
採
用
職
員
と
し
て
庄
内
総
合
支
庁
水
産

振
興
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、千
葉
春
輝（
ち
ば
は
る
き
）と

申
し
ま
す
。

　
地
元
は
宮
城
県
仙
台
市
で
、大
学
生
活
は
岩
手
県
釜
石
市
で

過
ご
す
な
ど
、正
直
、山
形
県
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
間
で

し
た
が
、就
職
を
機
に
縁
が
出
来
ま
し
た（
笑
）。

　
幼
い
頃
よ
り
、馴
染
み
の
あ
っ
た
場
所
が
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
果
た
し
て
い
く
様
子
を
見
つ
め
る
中
で
、「
水
産
」

の
チ
カ
ラ
の
偉
大
さ
に
気
付
き
、大
学
で
学
び
を
深
め
て
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
は
、そ
の
学
び
を
山
形
の
地
で
遺
憾
な
く
発

揮
し
、水
産
業
を
起
点
と
し
て
山
形
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
す

の
で
、今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
4
月
よ
り
新
規
採
用
と
し
て
山
形
県
漁
協
さ
か
た
総
合

市
場
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、佐
久
間
秋
と
申
し
ま
す
。今

年
加
茂
水
産
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。父
の
影
響
で
始
め
た

釣
り
が
今
で
は
趣
味
で
青
物
や
シ
ー
バ
ス
釣
り
を
し
て
い
ま

す
。釣
果
は
全
然
な
い
で
す
が
、仕
事
も
釣
り
も
成
果
を
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
社
会
人

の
意
識
を
持
ち
な
が
ら
働
い
て
い
き
た
い
で
す
。失
敗
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、先
輩
方
に

教
え
て
貰
い
な
が

ら
成
長
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が

多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
始
め
ま
し
て
。5
月
よ
り
購
買
課「
漁
連
丸
」の
機
関
員
と
し

て
配
属
さ
れ
ま
し
た
木
村
栄一で
す
。

　
前
職
は
加
茂
水
産
高
等
学
校
の
実
習
船「
鳥
海
丸
」の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
、約
33
年
間
生
徒
指
導
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

海・船
が
好
き
な
私
が
、ご
縁
が
あ
り
再
び
こ
の
よ
う
な
職
に
就

く
こ
と
が
で
き
て
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、船
長
、機
関
長
と
一
緒
に
漏
油
防
止
、安
全
運

航
に
努
め
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課

　
　
技
師
　
千
葉
　
春
輝

さ
か
た
総
合
市
場

　
　
佐
久
間
　
秋

購
買
課
　
木
村
　
栄
一

●
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
25
日
㈫

　

午
前
10
時　

本
所
・
講
堂

●
日
本
漁
船
保
険
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
18
日
㈫

　

午
後
２
時
30
分

　
（
東
京
都
）
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会

《
通
常
総
会
》
６
月
28
日
㈮

　

午
後
３
時

　
（
東
京
都
）
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

●
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
20
日
㈭

　

午
後
３
時

　
（
東
京
都
）
K
K
R
ホ
テ
ル
東
京

●
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合

連
合
会
（
共
水
連
）

《
通
常
総
代
会
》
７
月
24
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分

　
（
東
京
都
）
神
田
ス
ク
エ
ア

総
会
・
総
代
会
の
日
程

海難は　慣れと心の　油断から
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　中型いか釣り漁業者と小型いか釣り漁業者の合同大漁祈願祭が、４月26日に酒田市港南コミュニティ
防災センターにて執り行われました。この祈願祭は、スルメイカ漁の深刻な大不漁が続いていることか
ら、大漁満足と安全操業を祈願しようと、山形県小型いか釣り漁業協議会の池田敏行会長が発起人となり、
同業者に声をかけ実現したものであり、今年で２回目の開催となります。
　今回は、中型いか釣り漁業者５名と小型いか釣り漁業者３名、当組合から２名の計10名が参加、飛島
法木地区 八幡神社 斎藤章宮司より祝詞をあげていただきました。
　これからいよいよ漁期が始まります。皆様の安全操業と大漁を心よりお祈りいたします。

中型・小型いか釣り漁業合同 大漁祈願祭

　４月10日㈬山形県酒田市ホテルリッチガーデン酒田
において、日韓民間いか釣り漁業協議が開催されました。
この協議は、いか釣り操業において日韓が自国だけで
は解決できない様々な諸問題を乗り越えていこうと開
催されているものです。
　スルメイカ漁はここ数年歴史的大不漁に見舞われて
おり、日本では昨年３分の１まで漁獲量が減少しました。韓国もまた同様であり、漁船数や操業方法に違い
はありますが、同じスルメイカの群れを追う同業者として、双方が安全に操業できるよう、またスルメイカ
資源の今後の動向について等様々な意見交換が行われました。

日韓民間いか釣り漁業協議開催日韓民間いか釣り漁業協議開催

まあよかろ　これでよかろが　事故のもと

令和６年５月第 376 号
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令
和
５
年
度　

第
11
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
６
年
３
月
26
日
㈫

場　

所
：
第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

�

令
和
６
年
２
月
末
現
在
の
収
支
状
況
に
つ

い
て

２　

�

令
和
５
年
度
決
算
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

３　

�

第
59
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
開
催
と
議

長
選
出
に
つ
い
て

４　

�

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
に
つ
い
て

５　

�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
利
率
の
最

高
限
度
額
及
び
同
一
人
に
対
す
る
信
用
供

与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て　

６　

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

７　

�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
の
購
買
売
掛

限
度
額
設
定
（
案
）
に
つ
い
て　

８　
�
令
和
６
年
度
販
売
売
掛
金
与
信
極
度
額
の

承
認
に
つ
い
て

９　

�
令
和
６
年
度
潜
水
漁
業
（
す
も
ぐ
り
）
の

制
限
に
つ
い
て

10　

�

漁
協
ロ
ー
ン
の
融
資
要
綱
の
改
正
に
つ
い

て
（
案
）

11　

�

マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
及
び
反
社
会

的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針

等
の
改
訂
に
つ
い
て

12　

�

令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
案
）
に
つ
い
て

13　

�

令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画
（
案
）
及
び

職
員
研
修
計
画
（
案
）
に
つ
い
て　

14　

�

次
期
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
中
期
戦
略

（
2
0
2
4
～
2
0
2
6
年
度
）
に
お
け

る
『
経
営
戦
略
シ
ー
ト
（
旧
県
域
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
）』
の
策
定
に
つ
い
て

15　

�

J
F
共
済
浜
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

16　

�

農
林
中
央
金
庫
と
の
専
用
当
座
貸
越
約
定

書
の
締
結
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
・
減
資
に
つ
い
て

２　

�

人
事
異
動
の
内
示
に
つ
い
て

３　

�

令
和
６
年
度
地
区
座
談
会
開
催
状
況
に
つ

い
て

４　

そ
の
他

令
和
６
年
度　

第
１
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
６
年
４
月
16
日
㈫

場　

所
：
第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

�

組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま

え
た
組
合
員
の
新
規
加
入
並
び
に
資
格
審

査
に
つ
い
て

２　

�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計
画
（
共
同

漁
業
権
）
の
履
行
状
況
の
点
検
に
つ
い
て

３　

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

４　

�

令
和
５
年
度
資
産
自
己
査
定
に
よ
る
償
却
・

引
当
金
の
決
算
計
上
に
つ
い
て

５　

令
和
５
年
度
事
業
収
支
状
況
に
つ
い
て

６　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

２　

�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

３　

�

令
和
６
年
３
月
末
余
裕
金
の
運
用
状
況
に

つ
い
て

４　

�

令
和
６
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る
資
金
運

用
状
況
に
つ
い
て

５　

貯
金
利
率
の
変
更
に
つ
い
て

６　

�

令
和
５
年
度
第
４
四
半
期
に
お
け
る
販
売

促
進
活
動
に
つ
い
て

７　

水
揚
優
秀
船
の
表
彰
に
つ
い
て

８　
�

令
和
５
年
度
「
庄
内
海
丸
」
の
収
支
に
つ
い

て

９　

�

令
和
５
年
度
漁
業
権
行
使
料
徴
収
実
績
に

つ
い
て

10　

債
権
管
理
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

11　

そ
の
他

理
事
会
情
報

飛
島
支
所

３
月
23
日
㈯  

午
前
11
時  

出
席
者
13
名

Q
　
共
済
の
契
約
番
号
が
数
年
前
に
変
更
さ

れ
て
い
る
が
、
旧
契
約
番
号
と
新
契
約
番

号
が
分
か
る
資
料
が
ほ
し
い
。
　

A　

共
水
連
に
問
合
せ
の
上
お
知
ら
せ
す
る
。

Q
　
コ
ン
ビ
ニ
で
A
T
M
を
利
用
出
来
る
の

は
い
つ
頃
と
な
る
の
か
。

A　

お
そ
ら
く
3
年
後
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
先
2
年
分
の
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
補
助

金
を
も
と
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
増
資

を
し
て
も
ら
い
、
自
己
資
本
比
率
を
10
％

以
上
と
す
る
等
、
譲
渡
す
る
条
件
が
す
べ

て
揃
っ
て
か
ら
と
な
る
。
現
在
で
も
、
農

協
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
あ
れ
ば
、
当
組
合
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
出
金
は
で
き
る
の
で
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
出
金
の
み
で

入
金
や
記
帳
等
は
不
可
）

Q
　
指
導
事
業
賦
課
金
と
は
ど
う
い
っ
た
趣

旨
の
も
の
か
。

A　

人
員
を
要
し
て
行
使
規
則
の
作
成
や
営

漁
指
導
、
補
助
関
係
な
ど
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
費
用
に
充
て
て
い
る
。

令
和
5
年
度

地
区
座
談
会

（
前
号
の
続
き
）

　山形県海と渚環境美化推進協会では、海の環境美化を目的とした「海の羽根」募金活動を行います。
実施期間　７月１日から７月31日までの１か月間
募金場所　市役所、町村役場、庄内総合支庁、県漁協、釣具店など

「海の羽根」募金にご協力をお願いします！

お問い合わせ先
庄内総合支庁 水産振興課内
山形県海と渚環境美化推進協会　　
TEL 0234-24-6161

豊かな山形県の
海を守るため皆様からの

ご協力をよろしくお願いします。

漁船事故　みんな無理から　油断から
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　シリーズ第２弾として、イガイのおもしろい生態をご紹介します。第
１弾（令和５年７月号）では、庄内の夏の風物詩であるイガイとは一体
どんな貝なのかを書かせていただきました。これから漁獲最盛期を迎え
るので、食べるだけではなく、見ても楽しいイガイの魅力をご紹介します。
　イガイは実は移動することができるということを皆さんはご存じでし
ょうか？海にいる貝には、岩の表面を歩き回るものやジッと張り付いて
暮らしているもの等、様々なタイプがいます。私はイガイの担当になる
まで、カキのように岩にジッと張り付いているタイプだと思っていまし
た。しかし、実は岩の表面を自由に移動するタイプだと知り、驚愕しま
した。そもそも、あんなゴロゴロした貝がどうやって張り付いているの
かというと、足糸と呼ばれるものを分泌し、これを使って岩に付着して
います。イガイはこの足糸を使い、岩に付いては離れてを繰り返すこと
で、移動することができます。
　そんな食べても良し、見ても良しという魅力の詰まった貝ですが、西
日本では瀬戸貝と呼ばれ、殻付きでキロ１千円を超えて取引されること
もある高級貝です。庄内にはイガイの資源が豊富にあるので、ぜひ沢山
獲っていただき魅力を拡げてほしいと思います。

　みなさんは、「未利用魚」と聞いてどんな魚を思い浮かべますか？見
た目が悪い、骨が多く食べづらい、本県の食文化に根付いていないなど、
未利用魚として扱われるには様々な理由がありますよね（写真１）。水
産研究所では、どんな魚がどのくらいの数量「未利用魚」とされている
のか把握するため、実際の操業に乗船させてもらって混獲状況を確認し
たり、漁業者の方に聞き取ったりして情報収集をしています。ここでは、

「メナダ（写真２）」を少し紹介します。
　写真を見て、ボラじゃないの？と思うくらいそっくりな見た目ですが、
ボラとは異なり眼の周辺と体表がオレンジがかっているのがメナダの特
徴です。春先に定置網に入りますが、まとまった量が獲れない、食べる
文化が無いためほとんど利用されていません。刺身で食べたところ、美
しい白身にはたっぷりの脂がのっていて、臭みもありません。地域によ
っては高級魚とされるのも納得のおいしさでした（写真３）。
　また、聞き取りではエソや宗八ガレイが実は刺身でもいけるという情

報にも出会い、加工するしかないという未利用
魚のイメージが覆されました。ここ庄内浜には、
適切な鮮度保持を施すことで価値を上げられる
未利用魚がまだまだあるのかもしれません。実
はおいしい「未利用魚」を御存じの方は、ぜひ
教えてください！ 

イガイが動いた!?

実はおいしい未利用魚

山形県水産研究所　資源利用部　研究員　五十嵐　悠

山形県水産研究所　浅海増殖部　研究員　五十嵐　大将

水研水研

まかせるな　自動操舵に　見張りまで

岩に密集し張り付く様子　　　岩に密集し張り付く様子　　　

写真１：底びき網で漁獲写真１：底びき網で漁獲
された未利用魚の一例された未利用魚の一例

写真２：メナダ写真２：メナダ 写真３：おいしいメナダの身写真３：おいしいメナダの身

パート1

パート2

イガイの足糸イガイの足糸

令和６年５月第 376 号
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機械より　最後は人の　確かな目

各共済制度ポイントのご紹介②各共済制度ポイントのご紹介②
　いつも漁協の共済事業にご理解、ご協力いただき有難うございます。
　今回は共済制度のご紹介第２弾として建物共済『くらし』について損害事故の事例を用いてご紹
介いたします。

風害等による建物への損害は
修理費用が高額となるケースがあります‼

豪雪による被害だけでなく、台風・暴風などあらゆる自然災害からお家をまもる

自然災害でのお支払い事例
［事例］�強風に煽られて雨

どいが丸ごと外れ、
破損してしまった

修理費用
　軒とい交換	 35ｍ	 140,000
　集水器交換	 6個	 18,000
　立とい	 6ｍ	 13,200
　解体・処分費	 1式	 40,000
　足場組	 160㎡	 257,000
	 合計	 467,000 円

［支払共済金額］46.7万円

ご存じでしたか？

そこで…

損害割合30％以上
または、床上浸水の場合、

損害額の全額をお支払い 損害額の全額をお支払い 共済金額の30%を
お支払い水害 風災・ひょう災 地震による火災・倒壊

支払要件となる
損害額が３万円以上で

地震による損害で
全損となった場合

生活総合共済 がおすすめです

※ご加入額が上限となります。※付保割合が①住宅物件で60％、②一般物件で80％以上の場合

自然災害による損害に対し充実した補償を提供します‼

詳しくは　山形県漁業協同組合本所・各支所／JF共水連東北事業本部山形支店 まで

加えて
◆自然災害だけでなく身近に起こる損害にも備えられます！
　→火災、落雷、破裂・爆発、水ぬれ など幅広い損害を補償します。
◆建物部分だけでなく収容されている家財等にも補償をつけることができます！

※�このチラシは補償内容の概要を記載したものです。詳しくは組合へ直接お問い合わせいただくか、「リーフレット」ま
たは「ご契約のしおり・共済約款」等をご覧ください

①�雨どいや屋根の修理には修理費以
外にも足場設置等の費用が掛かる
ことがあります。この例では25
万円の足場設置費用が発生し、そ
れも含めたお支払いとなりました。
②�損害額に対する満額補償には付保
割合の条件があります。
　　　住宅物件：60％以上
　　　一般物件：80％以上

ポイント
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漁 業 種 類 別 前 年 度 水 揚 対 比 表
令和６年４月30日現在 （単位：㎏，千円）

4月数量 本年度数量 前年度数量 数量増減 4月金額 本年度金額 前年度金額 金額増減
1 底曳網漁業 119,440 119,440 58,984 60,456 75,813 75,813 36,631 39,182
2 刺網漁業 19,989 19,989 9,041 10,948 14,738 14,738 7,029 7,709
3 いか一本釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
4 船凍いか釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
5 はえなわ漁業 4,334 4,334 2,729 1,605 4,475 4,475 3,915 560
6 ごち網漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
7 定置網漁業 36,243 36,243 24,760 11,483 20,942 20,942 17,141 3,801
8 採貝藻漁業 16,185 16,185 5,672 10,513 22,334 22,334 10,506 11,828
9 その他の漁業 60,019 60,019 42,829 17,190 14,950 14,950 9,199 5,751
10 張網漁業 1,077 1,077 2,391 ▲1,314 578 578 1,317 ▲739
11 遊漁、直売、県外 0 0 0 0 5,375 5,375 1,565 3,810

合計 257,287 257,287 146,406 110,881 159,205 159,205 87,303 71,902

水揚数量対比表
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酒田海上保安部

　皆様初めまして。この度、酒田海上保安部長として
山形県に参りました「相川武司」です。
　私は東北地方の勤務は初めてですが、「日本海」好
きで、これまで山陰地方～北陸・信越地方の勤務が長
く、この酒田の地に初上陸できたことを嬉しく思って
います。
　そして、この庄内地方の各港で水揚げされる新鮮な
魚介類をこれから沢山味わえることを楽しみにしてい
ます。
　これからも、引き続き皆様が安全に安心して操業し
ていただけるよう、海難防止活動に汗を流し、山形県
沖の海上パトロールに目を光らせて参ります。
　酒田の海、山形の海、そして日本海を護るため、皆
様のご理解をいただければ幸いです。

４月15日付　酒田海上保安部長が着任されましたのでご挨拶させていただきます。

事故ゼロの　みやげを乗せて　笑顔の帰港
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さ
か
た
総
合
市
場
　
佐
久
間
　
秋

　

高
校
を
卒
業
し
働
き
始
め
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
１
ヶ
月
が
過
ぎ
５
月
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

新
た
な
環
境
と
は
じ
め
て
の
仕
事
で
慣
れ
な
い

事
で
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
り
、
判
ら
な
い

事
だ
ら
け
で
、
忙
し
さ
も
あ
り
、
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
暑
い
と
感
じ
る
日
が
増
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
や
は
り
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ

う
か
、
獲
れ
る
魚
の
種
類
も
変
化
し
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
北
海
道
で
は
鮭
が

あ
ま
り
獲
れ
ず
か
わ
り
に
鰤
が
沢
山
獲
れ
て
い
る

と
い
う
の
耳
に
し
ま
す
。
本
来
獲
れ
る
は
ず
の
魚

が
獲
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
大

問
題
だ
と
思
う
の
で
、
一
刻
も
早
く
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
、
自
分
が
で
き
る
小
さ
な
こ
と
、
例
え

ば
節
電
等
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
？

　

私
は
休
み
の
二
日
間
、
朝
か
ら
釣
り
に
で
か
け

ま
し
た
。
ナ
ブ
ラ
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ィ

ッ
シ
ュ
イ
ー
タ
ー
の
エ
サ
と
な
る
小
魚
は
居
り
、

肝
心
の
青
物
も
、
全
く
居
な
い
訳
で
は
な
い
よ
う

で
し
た
が
、
数
が
少
な
く
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
で
し
た
。
腕
の
良
し
悪
し
も
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
最
近
は
釣
り
が
難
し
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
魚
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
漁
獲
量

も
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
の
で
限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
！

　

５
月
に
入
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が

始
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
忙
し
く
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

去
年
は
あ
ま
り
ス
ル
メ
イ
カ
が
獲
れ
て
い
な
い

と
聞
い
た
の
で
今
年
は
ス
ル
メ
イ
カ
が
獲
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
で
す
。

　
「
す
い
さ
ん
山
形
」
は
皆
様
と
様
々
な
情
報
や

話
題
を
共
有
し
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

ご
意
見
、
情
報
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
提
供

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編

集
後

記

水　揚　情　報
令和６年４月30日現在 （単位：千円）

支所別

区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹 浦 飛 島 酒 田 加 茂 由 良 豊 浦 温 海 念珠関

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 1,551,010 87,262 65,916 329,841 113,088 266,081 166,002 26,542 496,278 

県 外 船 水 揚 416,543 0 0 412,896 0 289 0 0 3,358 

合 計 1,967,553 87,262 65,916 742,737 113,088 266,370 166,002 26,542 499,636 

前年度水揚累計 2,491,390 100,400 66,704 1,057,830 118,910 322,912 169,446 30,400 624,788 

増 減 -523,837 -13,138 -788 -315,093 -5,822 -56,542 -3,444 -3,858 -125,152 

本年度水揚計画 2,560,000 105,000 79,000 1,066,000 145,000 328,000 200,000 34,000 603,000 

達 成 率 76.8% 83.1% 83.4% 69.6% 77.9% 81.2% 83.0% 78.0% 82.8%

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

月末迄水揚累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

前 年 同 月 水 揚 85,738 4,652 1,499 16,159 11,834 18,447 11,740 985 20,422 

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

前年度水揚累計 85,738 4,652 1,499 16,159 11,834 18,447 11,740 985 20,422 

増 減 68,092 3,207 3,277 12,362 6,616 12,032 5,641 2,829 22,128 

令和５年度　水　揚　高
令和６年３月31日現在 （単位：千円）

大漁も　みんなの笑顔も　無事故から
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山形県漁協女性部

Ｑ.志田さんは宮城県出身とお聞きし
ましたが、酒田市への移住のきっかけ
を教えてください。
Ａ.もともと宮城県でリフォーム関係の
会社に勤めていたのですが、趣味であ

る釣りのためしょっちゅう庄内地方に来ては、酒田沖や鼠ヶ関沖
で舟釣りをしていました。
　仕事が終わってから夜の８時過ぎに自車で宮城県を出発し、
深夜に庄内着、そのまま車中泊をし、早朝出漁、昼に戻ってその
まま帰る…という結構ハードな日程でしたが、とっても楽しくて、
庄内浜がどんどん好きになりました。そうしているうちに帰りた
くないという思いが強まり、酒田で知り合った第五平成丸さん

（さかた総合市場所属）のお力添えもあり、移住することを決意
しました。
　「かっこいい」を追求した時、漁師はその最終形態なのではな
いかと思います。自分で船を出し、獲ってきて食べるという、究
極のかっこいい生きざまに惹かれ、私もかっこいい漁師になり、
庄内浜で生きていきたいと思い、新規漁業就業者支援制度を
活用させていただくことになりました。

Ｑ.今後はどのような展望ですか。
Ａ.一本釣り漁、はえなわ漁を主体に考えています。研修が終わ
ったら、さっそく漁船を購入して独立したいと考えています。昨
年冬には初めて寒ぶり釣りをさせていただいたのですが、手ご
たえがあったので、様々な魚種に挑戦していきたいです。
Ｑ.志田さんはご結婚されているんですね。
Ａ.そうですね。夫も私同様釣り好きが高じて、遊漁船漁を営ん
でおります。共通の趣味のおかげもあり、今回の研修について
も応援してもらっています。

　去る３月27日㈬由良コミュニティセンターホールにて、山形
県漁協女性部令和５年度通常総会が開催され、女性部員他関係団
体等総勢56名が参加しました。
　来賓をお招きしての開催は４年ぶりとなります。本総会では第
１号議案令和５年度事業報告書並びに収支決算書の承認について、
第２号議案令和６年度事業計画書（案）並びに収支予算書（案）
の承認について、第３号議案任期満了に伴う役員改選について協
議されいずれも意義なく可決承認されました。
　また、今回の役員改選において、部長に由良支部の和田光子氏
（再選）、副部長には豊浦支部の本間眞由美氏が就任しました。

　不定期で掲載している本コーナーですが、今回は経営体育成総合支援事業・新規就業者確保事業で現在研修中の志田圭さんにインタビューしました。
ががんんばばっってていいまますす

　総会後の研修会では、鶴岡市の名店アルケッチァーノオー
ナーシェフ奥田政行氏をお招きし、「庄内浜のおいしさの秘密
～太平洋側と日本海側の魚の味の違い～」をテーマに、歴史
や地域性など、様々な視点から食についての大変興味深い講
話をお聞かせいただきました。
　ようやくアフターコロナを迎え自由な活動ができるように
なってきた昨今です。今後の女性部の皆さんのご活躍に期待
です！

令和５年度令和５年度
通常総会開催通常総会開催

　庄名浜ブランド創出協議会では、水
産資源の資源量が減少するなか活魚や
活イカ出荷、大漁時の出荷調整による
高付加価値化を目指して、２トン活魚
水槽を「さかた総合市場」と「由良総
括支所」に設置しました。ろ過槽や調
温装置も備えておりますので年間を通
して使用できる設計になっています。
　数日～１週間の蓄養を行い、活魚出
荷や出荷調整への活用を想定していま
す。水槽の利用者を募集しますので、
興味のある方は是非 庄内総合支庁 水
産振興課まで（0234-24-6045）ご
連絡ください。 振興普及担当 工藤　創

活魚水槽の利用者を募集します!!活魚水槽の利用者を募集します!!

使用料は無料！応募多数の場合は抽選！

　志田さんには快くインタビューに応じていた
だき本当にありがとうございました。インタビ
ューの際、クロマグロと格闘する様子を動画で
見せていただいたのですが、華奢な両腕で力強
く竿を握り、クロマグロに決して負けないその
姿はとてもかっこよかったです。（その時は３０
キロ超のクロマグロを釣り揚げたそうです。）
　美しさと力強さを併せ持つとても魅力的な、
志田さんのご活躍を期待しています。

山形県漁業協同組合広報誌 編集・発行／山形県漁業協同組合  酒田市船場町二丁目２番１号   代表理事組合長  本間　昭志
　　　　　　☎ 0234－24－5611　FAX 0234－22－6455　http://www.kengyokyo.or.jp/令和６年５月号　第376号


